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　播種した年の秋（10月20日）には、コドラート内にはカワラヨモギ、カワラサイコ、
カワラマツバ、カワラナデシコの4種の河原植物が認められた。コドラートあたりの
河原植物の平均個体数は、すべての種において除草区の方が高かった（表1）。
河原植物の種子はどのコドラートでも等量ずつ播種したのだから、対照区では、
河原植物の発芽あるいは発芽後の定着が抑制されていたものと考えられる。�
　さらに、定着した河原植物のサイズにも外来植物の除去の効果が認められた。
コドラート内で出現したカワラヨモギについて、個体サイズをD2H（Dは地際の茎
の直径、Hは草丈、D2Hの値は個体の乾燥重量と相関する）を指標として評価し
た結果、外来植物を除草したコドラートの方が2倍以上のサイズに成長していた
のである（図4）。�
　また除草区では、出現したカワラヨモギの21％が開花していたのに対し、対照
区では8％しか開花していなかった。開花は、種子を生産し個体を増やしていく
ための必要条件である。外来植物が繁茂している場所では、河原植物の個体
群の発達も抑制される可能性があることが示唆された。�

外来植物の繁茂で河原植物の個体数・サイズが減少。�

　本研究では、礫質河原では除草管理を行わない限り外来植物が優占する植
生となってしまう可能性があること、河原植物の種子が存在する条件で外来植
物の選択的な除去さえ行えば、「河原らしい植生」が回復する可能性があること
が示唆された。本研究の結果は、実際の河川の自然環境の保全においても、外
来植物の除去が有効な手段となることを示唆している。�
　今後は、より大規模な実験によって、河川管理として実現可能な外来植物の
除去方法を検討する必要があると考えている。また外来植物が、在来の植物だ
けでなく、植物を利用する動物や景観に与える影響なども検討したいと考えている。�

河川環境管理のための「外来植物除去」に向けて。�

選択的な除去をしないかぎり、外来植物が優占する。�

　2000年4月から8月までの間に、コドラート内では、オオフタバムグラ、シナダレス
ズメガヤ、オオキンケイギク、メマツヨイグサをはじめ21種の外来植物が発生した。
これらの植物の除草は、成立する植生にどのような違いをもたらしただろうか？ まず、
成立した植生の大まかな違いを明らかにするために、2000年10月に、各コドラー
トの被度（植物に覆われている面積の割合）と植生の高さを調べた。�
　統計学的検定の結果、どちらの列のコドラートでも、外来植物の除草を行った
コドラートの方が植被率は低く、植生の高さが高いことがわかった（図2）。つまり、
外来植物を除草した場所の方が、疎らで背の高い植生が成立した。�
　このような植生の違いは、除草処理の有無によって植物種の組成が異なった
ことが主な原因となって生じたと考えられる。そこで、種組成を調べるために、全
てのコドラート内に20cm間隔の格子を設け、その格子の交点と重なる場所にあ
る植物種を全て記録し、記録された頻度を植物種毎に集計する調査を行った。�
　除草処理による種構成の違いは明瞭だった。外来植物の除草をしなかった
対照区では、外来植物であるオオフタバムグラがもっとも優占していた（図3）。一方、
外来植物の除草を行ったコドラートでは、最も優占していたのはメヒシバだったも
のの、河原植物であるカワラヨモギも高い頻度で確認された（図3）。�
　除草区で比較的高頻度で見られた植物のうち、メヒシバやエノコログサなどは
畑地の雑草として普通にみられる植物である。これらの植物が繁茂したのは、実
験地が窪地であったことによって、典型的な砂礫質河原よりも水分に恵まれた環
境であったことを反映しているのかもしれない。実際の河川敷では、外来植物の
除草が行われれば、カワラヨモギなど河原植物の優占度はさらに高くなることも
考えられる。�
　対照区で著しく繁茂していたオオフタバムグラは草丈が10～30cmほどの背の
低い植物だが、密生して地表面を覆うために、河原植物の発生を抑制したもの
と考えられる。また、シナダレスズメガヤは今回の調査での発生頻度は少なかっ
たが、次第に株を大きくする多年生植物であるために、2年目以降はさらに優占
度が高くなってくる可能性がある。シナダレスズメガヤは実河川の河原での著し
い繁茂が指摘されている外来植物であり、今後の動態に興味が持たれる。�
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※コドラードの植被率と植生高調査は２０００年１０月に行った。�
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■格子点法による植生調査での種毎の出現頻度（調査区域南側）�
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